
発
射
を
命
じ
た
。
擲
弾
筒
の
威
力
は
す
さ
ま
じ
く
、
死
傷
の
ほ
ど

は
分
か
ら
な
い
が
、
怯
ん
で
散
っ
て
ゆ
く
敵
を
確
認
し
て
、
急
遽

乗
車
出
発
を
命
じ
た
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
は
、
こ
の
間
、
歩
■
一
人
が
敵
弾
に
倒

れ
間
も
な
く
息
を
引
き
と
っ
た
。
そ
し
て
第
一
車
両
と
積
載
の
器

材
は
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

興
奮
と
慚
愧
の
念
を
抱
い
て
、
予
定
時
間
を
約
四
〇
分
遅
れ
て

暮
れ
た
寧
波
の
旅
団
本
部
に
到
着
、
駐
屯
部
隊
に
兵
の
休
息
を
依

頼
し
、
私
は
西
脇
旅
団
長
に
報
告
に
赴
い
た
。

「
ご
苦
労
で
あ
っ
た
。
し
か
し
兵
を
失
っ
た
こ
と
は
残
念
」
と

だ
け
言
わ
れ
、
車
や
器
材
の
こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
私

の
悲
し
い
一
日
の
任
務
は
終
わ
っ
た
。

戦
争
体
験
記
　 

徳
島
県
　
内
田
善
一
　 

私
は
、
昭
和
十
七
年
七
月
十
日
一
枚
の
召
集
令
状
で
家
族
に
別

れ
を
告
げ
て
歩
兵
部
隊
に
入
営
し
た
。
一
か
月
の
歩
兵
の
教
育
を

受
け
、
八
月
か
ら
衛
生
兵
の
教
育
を
三
か
月
で
終
え
て
、
十
一
月

に
は
中
国
大
陸
へ
渡
っ
た
。
揚
子
江
を
■
り
武
昌
港
に
上
陸
し
、

師
団
本
部
や
野
戦
病
院
の
駐
在
す
る
感
寧
で
外
科
病
棟
に
勤
務
す

る
こ
と
と
な
り
、
戦
地
で
の
初
め
て
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

正
月
を
喜
ぶ
間
も
な
く
空
襲
を
受
け
、
患
者
、
衛
生
兵
、
病
院

勤
務
の
地
元
民
等
二
十
数
人
の
尊
い
生
命
を
失
い
、
そ
の
光
景
を

目
の
あ
た
り
に
見
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
感
じ
、
自
分
の
身
を
守
る

の
は
自
分
の
み
だ
と
い
う
思
い
を
深
く
し
ま
し
た
。

十
八
年
四
月
、
部
隊
移
動
で
洞
庭
湖
を
渡
り
、
華
容
と
い
う
町

に
野
戦
病
院
を
開
設
。
私
は
そ
こ
か
ら
約
二
〇
㌔
前
線
の
石
首
と

い
う
集
落
に
設
け
ら
れ
た
第
一
線
の
患
者
収
容
所
で
勤
務
す
る
こ

と
と
な
り
、
軍
医
以
下
二
〇
人
く
ら
い
で
前
線
か
ら
運
ば
れ
る
負

傷
兵
の
応
急
処
置
に
あ
た
っ
た
。

負
傷
兵
は
追
撃
砲
弾
を
受
け
て
顔
の
半
面
が
な
い
者
、
片
手
片

足
の
な
い
者
、
腹
部
の
表
皮
が
な
く
内
蔵
が
は
み
出
し
て
い
る
者

等
、
そ
の
残
酷
さ
は
書
き
現
わ
し
よ
う
が
な
い
。
負
傷
兵
が
次
か

ら
次
と
運
ば
れ
て
く
る
の
で
、
衛
生
兵
の
手
が
足
ら
ず
、
不
眠
不

休
で
処
置
し
て
も
一
日
一
回
の
ガ
ー
ゼ
交
換
が
精
一
杯
だ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
は
七
月
の
暑
い
最
中
な
の
で
、
傷
口
か
ら
二
㌢
く
ら



い
の
う
じ
虫
が
は
い
出
る
有
様
だ
っ
た
。

「
衛
生
兵
、
早
く
来
て
く
れ
」
と
呼
ば
れ
て
も
、「
今
い
く
か

ら
待
っ
て
く
れ
」
と
言
い
つ
つ
、
次
々
と
手
当
て
を
し
、
行
っ
て

み
る
と
も
は
や
虫
の
息
、
手
を
と
っ
て
「
し
っ
か
り
し
な
け
り
や

駄
目
だ
ぞ
」
と
励
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
最
後
の
声
で
「
衛
生
兵
殿

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
言
い
な
が
ら
、
肉
親
の
名
を
呼

び
つ
つ
、
若
い
生
命
を
失
う
兵
は
一
日
に
何
人
も
お
り
、
私
は
た

だ
手
を
と
っ
て
合
掌
す
る
の
み
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
私
は
歩
兵
部
隊
に
転
属
し
、
中
隊
付
き
の
衛
生
兵
と

し
て
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
、
十
九
年
二
月
か
ら
転
戦
ま
た
前
進

と
幾
多
の
戦
闘
を
し
、
激
戦
の
日
々
が
続
い
た
。
な
か
で
も
十
一

月
九
日
か
ら
四
昼
夜
に
及
ぶ
激
戦
は
、
今
思
い
出
し
て
も
戦
慄
を

覚
え
る
。
匍
腹
前
進
中
右
脇
の
戦
友
は
敵
さ
ん
の
仕
掛
け
た
地
雷

に
触
れ
、
体
が
三
㍍
く
ら
い
打
ち
上
げ
ら
れ
、
散
々
に
な
っ
て
地

面
に
落
ち
た
。
ま
た
横
に
並
ん
で
前
進
中
敵
弾
で
頭
部
貫
通
で
一

言
も
な
く
、
一
瞬
の
う
ち
に
倒
れ
た
戦
友
、
彼
ら
の
顔
が
今
で
も

目
に
浮
ぶ
。
こ
の
戦
闘
だ
け
で
私
た
ち
の
中
隊
か
ら
百
数
人
の
戦

死
者
を
出
し
た
。

思
え
ば
、
洞
庭
湖
畔
を
出
発
以
来
約
四
〇
〇
日
、
一
日
に
数
十

㌔
歩
き
、
野
で
山
で
民
家
の
土
間
で
銃
を
手
に
眠
る
と
い
う
状
態

が
続
き
、
ま
た
夜
行
軍
の
時
な
ど
、
山
ま
た
山
、
道
な
き
道
の
な

い
と
こ
ろ
を
馬
の
し
っ
ぽ
を
握
っ
て
歩
き
な
が
ら
眠
り
、
足
は
運

ん
で
い
る
が
夢
遊
病
者
の
よ
う
な
有
様
だ
っ
た
。

さ
ら
に
南
進
し
、
広
東
地
域
に
出
て
約
二
か
月
余
り
は
比
較
的

平
静
な
毎
日
だ
っ
た
。
戦
友
た
ち
と
長
い
戦
闘
の
苦
難
を
語
り
合

い
な
が
ら
、
不
思
議
に
も
生
き
長
ら
え
た
こ
と
を
喜
び
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
陰
に
、
連
隊
長
以
下
一
六
六
八
人
の
尊
い
犠
牲
者
が

あ
っ
た
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
英
霊
の
ご
加
護
に
よ
る
も
の
と
、
心

か
ら
感
謝
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
毎
日
で
あ
る
。

敗
戦
後
は
南
京
城
外
で
抑
留
者
と
し
て
道
路
の
改
修
工
事
や
中

国
人
将
校
の
家
庭
の
配
水
路
や
ト
イ
レ
の
掃
除
等
を
さ
せ
ら
れ
た
。

六
か
月
あ
ま
り
の
捕
虜
生
活
を
終
え
て
南
京
を
去
り
、
上
海
か
ら

二
十
一
年
五
月
二
十
三
日
博
多
港
に
上
陸
、
こ
こ
で
召
集
解
除
に

な
り
、
や
っ
と
我
が
身
が
自
由
な
体
と
な
っ
た
。
以
後
四
十
五
年

の
平
和
な
歳
月
の
中
で
、
戦
争
体
験
も
風
化
し
つ
つ
あ
る
と
言
わ

れ
る
。

し
か
し
、
言
葉
で
言
い
つ
く
せ
な
い
従
軍
中
の
辛
苦
や
悲
惨
の

数
々
を
、
ま
た
大
陸
の
奥
地
で
肉
親
の
名
を
最
後
の
力
で
呼
び
な



が
ら
若
い
命
を
失
っ
た
戦
死
者
の
こ
と
、
身
の
一
部
分
を
火
葬
に

し
、
そ
の
遺
骨
を
抱
き
戦
線
を
共
に
行
軍
し
た
戦
友
の
こ
と
を
私

は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

遠
い
異
国
の
地
で
果
て
た
友
を
思
い
出
す
と
、
目
頭
が
熱
く
な

り
、
手
を
合
わ
せ
、
心
の
中
で
念
仏
を
唱
え
、
亡
き
戦
友
の
ご
冥

福
を
祈
る
と
共
に
、
ご
遺
族
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
私
の
体
験
記
と
す
る
。

湘
桂
作
戦
　 

新
潟
県
　
長
田
栄
太
郎
　 

中
支
に
お
け
る
湘
桂
作
戦
は
、
日
中
戦
争
中
最
大
の
大
決
戦
と

な
っ
た
。
湘
桂
作
戦
は
粤
漢
（
広
東
―
衡
陽
―
漢
口
）

、
湘
桂（衡

陽
―
桂
林
）
両
鉄
道
を
打
通
し
て
沿
線
の
米
空
軍
基
地
を
つ
ぶ
す

こ
と
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
二
日
、
第
三
師
団（
達
）
は
貴
州
省
八
塞

へ
。
同
月
三
日
、
第
十
三
師
団
（
鏡
）
は
独
山
を
占
領
。
い
ず
れ

も
最
果
て
の
地
貴
州
省
に
突
入
後
、
反
転
作
戦
に
入
っ
た
が
、
米

空
軍
襲
来
と
中
国
軍
の
反
撃
、
霧
の
よ
う
に
忍
び
来
る
苗
族
の
恐

怖
が
連
続
し
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。

日
本
軍
六
二
万
、
中
国
軍
三
〇
〇
万
は
湖
南
―
広
西
―
貴
州
の

各
省
に
転
戦
し
た
。

湘
桂
作
戦
の
攻
撃
軍
は
第
十
一
軍
で
第
三
（
名

古
屋
）

、
第
十
三（
仙
台
）

、
第
三
十
四（
大
阪
）

、
第
四
十（
善

通
寺
）

、
第
五
十
八（
熊
本
）

、
第
六
十
四（
揚
州
）

、
第
六
十

八
（
九
江
）

、
第
百
十
六（
京
都
）

、
第
三
十
七（
久
留
米
）
お

よ
び
関
東
軍
の
第
二
十
七
（
天
津
）
の
各
師
団
で
、
こ
れ
に
揚
子

江
の
海
軍
の
一
部
お
よ
び
第
五
空
軍
の
飛
行
団
が
協
力
し
た
。

長
沙
攻
略
後
は
衡
陽
に
攻
撃
目
標
は
当
て
ら
れ
た
。
第
一
次
攻

撃
、
第
二
次
攻
撃
を
第
六
十
八
、
第
百
十
六
の
両
師
団
が
行
っ
た

が
失
敗
し
た
後
、
第
十
三
師
団
と
第
五
十
八
師
団
を
増
援
し
第
三

次
攻
撃
を
し
か
け
た
。
衡
陽
を
死
守
す
る
中
国
軍
を
日
本
軍
が
包

囲
し
、
そ
の
日
本
軍
の
救
援
部
隊
を
敵
が
包
囲
す
る
戦
線
は
、
混

乱
の
極
に
達
し
後
方
も
前
線
も
な
い
有
様
。
か
っ
て
の
二
〇
三
高

地
も
こ
ん
な
だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
凄
惨
な
死
闘
が
、
四
十

七
日
間
も
真
夏
の
焼
け
付
く
よ
う
な
暑
さ
の
中
で
展
開
さ
れ
た
。

一
時
は
「
イ
ン
パ
ー
ル
」
作
戦
の
二
の
舞
か
と
憂
慮
さ
れ
、
第
六

十
八
、
第
百
十
六
の
両
師
団
は
戦
力
の
七
〇
％
を
失
っ
た
。




